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があったからこそである31。COICはフランス芸術映画大賞（Grand Prix du Film dʼart 
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（「健全な作品 œuvre saine」）を使って賞賛している（Sylvie Lindeperg, Les Ecrans de lʼombre, 
Editions Points, 2014, p. 27-28 ; 38-39）。結局のところ、『密告』や『この空は君のもの』に対す
る同時代の評価は作品そのものに由来するというよりも、時の政治情勢という外的要因に大きく
左右されたといえる。
81 François Truﬀaut, op. cit ., p. 26.
ス映画の一派に影響をおよぼすことになる78。
　ところで、戦時中のレジスタンス派の出版物が、反フランスのプロパガンダに手を貸し
たとしてクルーゾーの『密告』を激しく非難した。さらに『密告』がドイツにおいて『フ
ランスのある小さな町』という題名で上演されたとする噂が流れた。1944年にはフランス
映画解放委員会によって、戦時中のコンチネンタル社での仕事を理由に（多くの映画人が
委員会の決定に反対したにもかかわらず）クルーゾーは４年間の活動休止に追い込まれる。
『密告』も上演禁止の憂き目にあう79。クルーゾーの『密告』が引き起こした拒否反応は、
作品によって占領期の不都合な真実（フランス人自身がユダヤ人やレジスタンスを密告し
た）をいやがうえにも意識せざるをえなかったフランス人の心理的抵抗のあらわれといえ
よう。同時にそれは『密告』がもつ比類なきリアリズムの証左でもある80。
７．結論にかえて
　長い間、ヴィシー政権下のフランスは戦後のフランスと無縁のものとされてきた。占領
期に撮られた映画も例外ではない。『密告』への激しいバッシングは、そこに対独協力や
ユダヤ人迫害といった暗黒の歴史を封殺したいというフランス国民の集団的な防衛機制が
いかに強く働いていたかを如実に語っている。しかし、占領期のフランス映画を俯瞰すれ
ば、それが戦前と戦後のフランス映画を結ぶいわば蝶番として存在していたことがわかる。
コンチネンタル社というドイツ資本の映画会社によって30年代のフランス映画の遺産が継
承される中で、戦後の「良質の伝統」を担う若き監督が数多く輩出された。またこの「良
質の伝統」の傍流として、ネオレアリズモからトリュフォーらの〈ヌーヴェル・ヴァー
グ〉へと続いていくリアリズムの映画も生み出された。本稿はこのように豊穣な占領期の
フランス映画のごく一部を見たにすぎない。特にトリュフォーがこの時期の最良の映画
といっているロベール・ブレッソンの『罪の天使たち』81には触れずに終わってしまった。
本稿で言及した監督たちの作品のより詳細な分析は今後の課題としたい。
